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【目的】(–)-レモノマイシン（1）は放線菌より単離、構造決定されたテトラヒド
ロイソキノリンアルカロイドである。窒素原子を含むビシクロ[3.2.1]骨格を有し、
類似のアルカロイドには例をみない 2,6-ジデオキシ-4-アミノ糖を有している。我々
は 1の特異的な構造に興味を持ち、全合成研究に着手した。 
【方法・結果】光学活性な 2 を Perkin 型の縮合反応により 3 へ導き、分子内
Hosomi-Sakurai 反応を行うことでビシクロ[3.2.1]骨格を構築し、4 へと変換した。
さらに、Pictet-Spengler 反応を用いて四環性化合物であるアグリコンユニット 5を
合成した。続いて、D-トレオニン 6 より合成したアミノ糖 7 とグリコシル化反応
し、種々の変換を行うことで 8 へと導いた。この 8 をさらに変換することでレモ
ノマイシンの全合成を達成する予定である。 


